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　中国原産の落葉高木で雌雄異株のイチョウは、実

(ギンナン)は食用、葉は薬用に用いられ、大木になる

と高級まな板の材料として、珍重されています。　　

　　　　　　　　　　　　　　＝阿木　長楽寺＝
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市
議
会
だ
よ
り

今
定
例
会
の
一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
た
ち
、　

・　

日
の
２

13

14

日
間
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
安
心

　

安
全
な
学
校
づ
く
り

　

新
し
い
ご
み
処
理
施
設

　

建
設
工
事
請
負
契
約
の

　

経
過
と
問
題
点

　

学
校
給
食
に
地
元
産

　

野
菜
の
利
用
を

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

の
設
立 　

平
成　

年
13

　

９
月
定
例
会

問　

学
級
崩
壊
、
い
じ
め
防
止
、

学
力
向
上
の
た
め
、
少
人
数
学

級
実
現
を
目
指
す
動
き
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
お
り
、
県
・
市

独
自
で
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
少
人

数
学
級
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
担
任

に
よ
る
き
め
細
か
な
児
童
理
解

や
生
徒
指
導
が
行
き
届
く
、
個

性
を
活
か
し
た
豊
か
な
活
動
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

状
況
を
ど
う
評
価
し
、　

人
以

30

下
学
級
の
必
要
性
に
対
す
る
見

解
を
伺
い
た
い
。

答　

本
年
３
月
、
公
立
義
務
小

学
校
の
学
級
編
成
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、
少

人
数
学
級
に
よ
る
、
よ
り
き
め

細
か
な
子
供
指
導
に
よ
る
基
礎
、

基
本
の
定
着
、
生
活
指
導
の
面

か
ら
大
変
あ
り
が
た
い
法
改
正

と
受
け
止
め
て
い
る
。
今
年
度

よ
り
、
苗
木
・
坂
本
中
学
校
で

は
、
県
の
加
配
教
員
の
配
当
を

受
け
、
少
人
数
の
授
業
を
試
行

し
て
い
る
が
、
問
題
点
な
ど
を

明
確
に
し
て
、
基
本
的
教
科
に

よ
る
授
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
少
人
数
学
級
な
ど
に
お

け
る
教
職
員
定
数
問
題
は
、
県

教
育
委
員
会
の
判
断
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
県
の
動
向
に
注

目
し
て
い
き
た
い
。

問　

「
広
報
な
か
つ
が
わ
」
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

募
集
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
設
立

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
が
、
高

齢
者
福
祉
の
面
か
ら
も
需
要
が

高
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
多
様

化
の
一
事
業
体
と
し
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。
設
立
の
課
題

と
し
て
、
趣
旨
、
事
業
の
目
標

規
模
、
重
点
事
業
、
事
務
局
体

制
、
法
人
化
計
画
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

趣
旨
は
、
第
二
の
人
生
を

地
域
参
加
と
地
域
貢
献
に
求
め

ら
れ
る
高
齢
者
が
多
く
お
ら
れ
、

高
齢
者
が
自
ら
組
織
を
持
ち
、

運
営
し
、
家
事
援
助
、
育
児
支

援
、
企
業
の
補
助
的
業
務
の
需

要
に
こ
た
え
、
高
齢
者
の
社
会

的
役
割
を
見
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
今
年
度
の
目
標

設
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成

　

年
度
に
は
、
会
員
数
百
人
、

14就
業
率　

％
を
目
標
と
し
て
い

85

る
。
ま
た
事
業
内
容
は
、
当
面

高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
重

点
と
し
、
役
員　

人
程
度
、
事

10

務
職
員
３
人
を
予
定
し
、
法
人

化
は
県
の
指
導
を
受
け
、
平
成

　

年
度
以
降
と
考
え
て
い
る
。

16問　

当
市
の
学
校
給
食
は
、
地

元
産
野
菜
の
利
用
量
や
種
類
が

県
下
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞
い

て
い
る
。
地
元
産
の
利
用
は
、

教
育
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対

策
、
農
業
を
守
る
と
い
う
面
か

ら
も
大
変
意
義
あ
る
こ
と
と
思

う
。
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
生
産
者
と
学
校
・
生

徒
と
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
を

伺
い
た
い
。

答　

落
合
小
学
校
で
は
、
桃
の

袋
か
け
体
験
学
習
を
行
う
な
ど

既
に
交
流
に
つ
い
て
進
め
て
い

る
学
校
も
あ
り
、
今
後
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
利
用

し
て
、
各
学
校
に
も
広
が
っ
て

い
く
も
の
と
思
う
が
、
地
域
の

事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
裁
量
に
任
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
給
食
関

係
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
研
修
に
繰
り

入
れ
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
生
産

者
の
顔
の
わ
か
る
学
校
給
食
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
津
川
・
恵
北
環
境
施
設

組
合
が
随
意
契
約
で
株
式
会
社

神
戸
製
鋼
所
名
古
屋
支
社
と
清

掃
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契

約
を　

億
２
千
４
５
０
万
円
で

70

締
結
さ
れ
た
が
、
一
般
的
な
ご

み
処
理
施
設
の
相
場
と
他
の
自

治
体
の
発
注
し
た
同
タ
イ
プ
の

ご
み
処
理
施
設
価
格
の
比
較
に

お
い
て
も
、
当
市
の
契
約
金
額

は
直
感
的
で
は
あ
る
が
、
か
な

り
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
自
治
体
に
納
入
し
た
契
約
金

額
を
ベ
ー
ス
に
し
た
価
格
交
渉

の
経
過
と
根
拠
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　

組
合
議
会
で
予
算
額
が
議

決
さ
れ
て
お
り
、
予
算
内
で
契

約
す
る
こ
と
は
最
低
限
の
基
準

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
平
均
単

価
は
、
環
境
省
が
通
達
に
よ
り

示
し
た
も
の
で
、
民
間
紙
の

デ
ー
タ
よ
り
も
よ
り
信
頼
が
で

き
る
と
考
え
、
参
考
と
し
た
。

　

価
格
交
渉
に
お
い
て
は
、
他

市
の
工
事
契
約
状
況
や
国
の
通

達
を
参
考
に
価
格
交
渉
を
行
な

い
、
予
定
価
格
は　

億
３
千
９

70

４
０
万
円
で
設
定
し
た
。
ま
た

指
摘
の
石
巻
地
区
広
域
行
政
組

合
の
契
約
額
か
ら
交
渉
し
た
が
、

給食試食会が開かれました

＝第一中学校
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都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
と

　

環
境
重
視
都
市
づ
く
り

　一般質問は、抜粋で掲載しています。詳しい内容は、会議録をご利用ください。

こ
の
契
約
は
、
企
業
が
実
証
機

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
し
て
お

り
、
実
験
で
確
立
さ
れ
た
技
術

を
他
市
へ
の
商
品
と
し
て
い
る

な
ど
の
特
殊
性
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
、
低
価
格
と
の
見
方

を
し
て
い
る
の
で
、
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

問　

調
査
に
よ
れ
ば
、
市
民
病

院
の
病
床
利
用
率
は
極
め
て
高

く
、
患
者
に
老
人
や
回
復
期
に

長
期
入
院
を
必
要
と
す
る
人
を

抱
え
る
家
族
は
、
退
院
を
迫
ら

れ
て
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ず
に
悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、

解
消
の
た
め
に
も
入
院
ベ
ッ
ト

の
増
床
計
画
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
増
え
続
け
る
透
析

患
者
に
万
全
な
医
療
を
施
す
た

め
の
施
設
建
設
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
た
い
。

答　

現
在
作
成
中
の
病
院
将
来

計
画
最
終
案
が
ま
も
な
く
で
き

あ
が
る
が
、
そ
の
際
に
病
院
の

将
来
像
が
見
え
て
く
る
と
思
う

の
で
、
増
床
計
画
な
ど
を
含
む

病
院
機
能
の
再
整
備
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
う
高
度
な
機
能
を
保
持

す
る
と
と
も
に
、
医
療
需
要
の

拡
大
や
変
化
に
対
応
で
き
る
医

療
資
源
の
確
保
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
透
析
施
設
は
、

市
民
病
院
に
併
設
し
て
い
る
旧

隔
離
病
舎
を
血
液
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
改
造
し
、
現
在
の　

床
15

を　

床
に
増
床
し
、
医
療
ス
タ

25
ッ
フ
も
増
強
し
て
少
し
で
も
患

者
の
不
便
を
解
消
し
た
い
。

問　

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
が
、
平
成　

年
４
月
稼
働
を

16

目
指
し
着
工
さ
れ
る
が
、
安
全

で
安
定
稼
働
の
で
き
る
施
設
の

建
設
を
お
願
い
し
た
い
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
環
境
教

育
は
重
要
で
あ
り
、
地
球
に
優

し
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ご

み
減
量
の
必
要
性
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
実
践
を
学
び
、
ま
た
物
を

大
切
に
す
る
心
、
優
し
さ
、
思

い
や
り
の
心
な
ど
人
と
し
て
の

心
を
学
び
、
生
活
や
文
化
を
学

び
と
る
場
所
と
し
て
、
学
習
施

設
の
併
設
に
つ
い
て
考
え
を
伺

い
た
い
。

答　

環
境
の
大
切
さ
を
学
習
、

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
周
辺

環
境
の
整
備
は
、
早
急
か
つ
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

当
市
を
情
報
発
信
の
場
と
し
て

子
供
か
ら
成
人
ま
で
、
市
民
総

意
で
環
境
へ
の
意
識
改
革
が
進

め
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
形
成

を
目
指
す
た
め
、
新
清
掃
セ
ン

タ
ー
内
に
学
習
・
体
験
機
能
を

有
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ
ザ

を
建
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
市

民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
５
月
、　

年
ぶ
り
に

30

現
行
都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
、

今
後
は
、
基
本
的
な
方
向
を
中

津
川
市
主
体
で
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
現
在
当
市
で
は
、
都

市
計
画
道
路
が　

路
線
あ
り
、

17

う
ち
９
路
線
が
改
良
済
み
、
も

し
く
は
改
良
中
で
あ
る
が
、
未

着
手
の
道
路
も
多
く
あ
る
。
時

代
背
景
の
変
化
に
よ
り
、
地
域

の
課
題
に
応
じ
た
観
点
か
ら
、

路
線
の
再
考
が
必
要
と
思
う
が

考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

都
市
計
画
道
路
は
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
し
て

早
期
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

社
会
経
済
の
停
滞
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
、
急
速
な
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人
口
の

減
少
、
環
境
問
題
な
ど
、
都
市

を
め
ぐ
る
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
そ
う
し
た
面
を
勘

案
、
精
査
し
て
効
率
的
に
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
県
も

岐
阜
県
都
市
計
画
道
路
見
直
し

方
針
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ

を
受
け
て
、
本
市
も
見
直
し
検

討
の
作
業
に
入
っ
て
い
る
。
今

後
の
方
針
と
し
て
、
都
市
計
画

の
検
討
素
案
や
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、

議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
市

民
に
情
報
提
供
し
な
が
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

問　

本
年
４
月
か
ら
、
中
津
川

市
民
病
院
で
は
、
本
格
的
に
院

外
処
方
の
促
進
に
努
め
て
お
り
、

病
院
側
の
説
明
で
は
、
院
外
処

方
は
患
者
個
人
の
選
択
に
よ
る

も
の
で
、
強
制
は
し
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
患
者
の
負

担
は
、
院
外
処
方
の
方
が
高
く

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
患
者
に

よ
っ
て
は
、
待
ち
時
間
が
長
く

て
も
負
担
が
少
な
い
方
を
選
び

た
い
方
も
あ
る
。
院
内
・
院
外

の
選
択
肢
は
当
然
残
す
べ
き
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

院
外
処
方
せ
ん
発
行
に
よ

る
医
薬
分
業
の
趣
旨
は
、
か
か

り
つ
け
薬
局
の
制
度
を
勧
め
る

と
と
も
に
薬
局
を
育
成
し
、
薬

歴
管
理
や
服
薬
指
導
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
副
作
用
や
相

互
作
用
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

に
あ
り
、
こ
の
趣
旨
を
病
院
会

議
で
確
認
し
、
方
針
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
院
外
処
方
せ
ん
を
勧
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
強
制
で
は
な

く
担
当
医
師
が
患
者
さ
ん
に
説

明
し
た
後
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
意
図
に
反
し
強
制
的

な
感
じ
を
与
え
て
い
た
と
す
る

な
ら
、
今
後
は
趣
旨
が
十
分
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
説
明
を
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
院
内
処
方
の
希
望
者
に

つ
い
て
は
選
択
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

血液浄化センター改修工事着工

＝旧隔離病舎

四ツ目川線道路

　

中
津
川
市
民
病
院
の

　

「
院
外
処
方
」
の
取
組
み

　

医
療
再
生
と
市
民 
渇
仰 
の

か
つ
ご
う

　

市
民
病
院
近
代
化



4

市町村合併講演会が開催されます

　市民の皆さんが、合併について現実のものとして考えていただくため、講演会が開催されます。

中津川・恵那広域行政事務組合で研究中の各種資料の解説を中心にお話をいただき、合併した場合

のメリット・デメリットを踏まえて、市の将来についてみんなで考えていきましょう。

　開催日：12月8日松　19時～21時

　開催場所：健康福祉会館４階多目的ホール

　講師：鋤地域問題研究所　調査研究部長　松村久美秋氏

　主催：中津川市区長会連合会並びに広報会長会連合会

　後援：中津川商工会議所・中津川青年会議所・

　　　　中津川市・中津川市議会

Ｑ：市町村合併は、どのような手続

　　きに従っておこなわれるのです

　　か？

Ａ：概ね次のような手続きになって

　　います。

　①合併協議会の設置

　　　各市町村の議会の議決を経て

　　「合併協議会」を置き、協議を進

　　めます。

　　　また、有権者の50分の1以上

　　の署名で直接請求を行う住民発

　　議制度も設けられています。

　②関係市町村による申請

　　　市町村建設計画を定めたうえ

　　で、各市町村の議決を経て知事

　　に申請を行います。

　③都道府県知事による決定

　　　知事は、県議会の議決を経て

　　市町村の合併を決定します。

　④総務大臣への届出及び告示等

　　　知事から総務大臣に届出が行

　　われ、総務大臣が告示します。　

　　総務大臣の告示により合併の効

　　力が発生します。

市町村合併

政策調整課
（緯内線314）

松村久美秋氏プロフィール

　昭和22年　岐阜県生まれ

　昭和47年　珂地域計画・建築研究所入社

　昭和55年　花地域問題研究所入社

　昭和61年　花地域問題研究所調査研究部長
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●オーダリングシステム等の導入による主な改善点●
　市民病院では、オーダリングシステムを中心に、表示システムや薬局、検査、放射線、栄養管理、医事

会計など各システムの導入をすすめていきます

オーダリングシステムとは･･･
　病院内をコンピュータのＬＡＮ（ラン）で結び、院内のＩＴ（情報技術）化を促進します。

　オーダリングシステムを説明するのに「発生源入力」といういい方をすることがあります。各診療科などで医師

が出す指示（オーダー・発生源）が、コンピュータで直接、検査科や放射線科、薬局、医事・会計に届き情報処理

できることを指しています。このシステムにより迅速で正確な情報処理ができ、患者さんの待ち時間の短縮や病院

の業務の省力化などに役立ちます。

　オーダリングシステムは、全国のおよそ６００の病院で導入されていますが、全国的には早いほうになります。市

民病院のシステムの導入は、大きなリニューアルの機会として取り組んでいます。

　平成１４年２月から『やさしく、わかりやすい病院づ

くり』を基本に、オーダリングシステムがスタートし

ます。外来の受診方法などが大きく変わりますので、

今月号から３回にわたって、システムの説明やシステ

ム導入に伴うお願いをしていきます。

　　　　　オーダリングシステム等の

　　　　　導入による主な改善点

市民病院の現状

平成元年の開院時に比べ、患者数が大幅に増えているた
め、市民病院では、下のような問題点を抱えています。

表示システムの導入、各診療科に大型の「お知らせ
画面」を表示します。・診療の待ち時間が長い

・予約診療を行っているが待ち時間が長い。

・あとどれくらいで自分の診察の順番がくるかわから

　ない。

苦
情
・
問
題
点

・診療待ち時間は、思うように短縮できないと思いま
　すが、ご自分の順番で待ち時間がどれくらいかわか
　るように表示します。病院からの大切なお知らせも
　表示しますので、お役に立ちます。

コンピューターで医師から直接、指示が出ます。
・検査や放射線撮影の診療科との連携が悪い。
・現在は、看護婦など病院スタッフが指示書類を手で
　運んでいる。業務量が増加する。
・指示の聞き違いなどのミスが発生する。
・病院スタッフの対応が悪い。

・検査・放射線撮影の待ち時間が短縮されます。
・直接指示が担当科に届くので、指示間違いが少なく

　なります。
・病院スタッフの業務が軽減され、よりていねいな応
　対ができるようになります。

コンピューターで医事業務が早くなります。

・会計の待ち時間が長い。 ・会計計算が速くなります。
・現金自動支払機を設置し、支払いが速くできます。

再診受付機を設置、院内の案内表示も見直します。

・病院の中の配置がわからない。 ・再診受付機を通ると、当日の病院でのスケジュール
　と行き先を地図と番号で示した「案内表」を発行し
　ますので、その指示にしたがいスムーズに受診して

　いただけます。
・病院内の案内看板を増やしたり、従来の看板を見や
　すくします。

システムの導入に伴って、「患者さんの受付方法」と「各診療科の
体制」が実際にどのように変わるのか来月号でご紹介します。

市民病院から３つのお知らせとお願い
 

①駐輪場の一部を整備して身障者の駐車場を増設しました(写真)。駐車スペースは、
　車から車イスへの乗り換えが楽々できるよう幅を3.5ｍとり、11台分を確保しま
　した。ご利用については、車イスを利用される重度の身障者の方が使えるよう、
　皆さんのご協力をお願いします。
②正面玄関前は障害者用駐車スペース（3台分）を除き、車の乗降だけにご利用く
　ださい。
③医療機器に悪影響を与えますので、病院内で携帯電話を使用しないでください。
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▼
５
日　

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
サ
ン
ラ
イ
フ
中

津
川
で
開
催
さ
れ
、元
気
の
よ
い
参
加
者
の
熱
気
に
圧
倒

さ
れ
る
感
じ
で
し
た
＝
写
真
①
。
ボ
ー
ル
運
び
の
レ
ー
ス

に
出
場
し
楽
し
く
さ
わ
や
か
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
は
、
途
中
で
私
が
次
の
公
務
で
岐
阜
市
へ
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
▼
８
日　

大
相
撲

中
津
川
場
所
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
②
。
東
美
濃
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
の
日
ば
か
り
は
大
型
力
士
の
姿

に
ア
リ
ー
ナ
が
大
き
く
見
え
な
く
驚
き
ま
し
た
。い
つ
も

テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
人
気
力
士
が
目
の
前
を
歩
き
回
る

の
で
見
物
客
も
満
足
そ
う
で
し
た
。
▼　

日
「
阿
木
城
を

13

み
る
会
」
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
快
晴
で

里
山
を
歩
き
、
小
高
い
城
跡
へ
登
り
、
熱
心
な
説
明
者
の

話
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
を
さ

ぐ
る
皆
さ
ん
の
表
情
は
好
奇
心
に
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
の
記
念
碑
の
除
幕
式
に

参
加
し
ま
し
た
。
中
津

川
上
流
の
川
上
地
区
に

近
代
登
山
家
の
父
と
た

た
え
ら
れ
る
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
像
が
中
津
川
市
観

光
協
会
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
恵
那
山

登
山
の
登
り
口
で
も
あ

る
こ
の
地
に
末
永
く
伝

え
ら
れ
る
記
念
公
園
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼　

日　

全
国
障
害
者

22
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
卓
球

競
技
に
落
合
中
学
校
3

年
生
の
早
川
剛
広
君
が

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、

市
長
室
を
訪
問
し
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
関
係

者
で
激
励
し
ま
し
た
。

取
材
中
の
報
道
関
係

者
も
温
か
く
励
ま
し

の
声
を
か
け
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

▼　

日　

今
年
度
も

23
市
政
懇
談
会
が
始
ま

り
ま
し
た
＝
写
真
③
。

神
坂
地
区
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
、
話
題
の
集
中
す

る
市
町
村
合
併
問
題

の
討
論
も
あ
り
、
か

つ
て
分
村
合
併
を
経

験
し
た
地
区
だ
け
に
住
民
の
関
心
は
高
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
市
民
の
合
意
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
▼　

日　

山
口
村
で
行
な
わ
れ
た

28

「
ふ
る
さ
と
馬
籠
五
平
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
里

山
景
観
の
優
れ
た
場
所
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
会
場
で
、
五

平
餅
を
焼
く
香
ば
し
い
に
お
い
と
た
な
び
く
煙
り
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
馬
籠
に
住
む
人
々
の
五
平
餅
に
込
め
る

故
里
活
性
化
の
願
い
が
い
か
に
強
い
か
が
実
感
で
き
ま

し
た
。
炭
火
で
焼
か
れ
た
イ
ワ
ナ
も
大
変
美
味
で
し
た
。

▼　

日　

中
津
川
市
内
を
走
行
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
バ

31
ス
の
路
線
が
来
春
に
は
地
元
の
企
業
で
あ
る
北
恵
那
交

通
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

日
、
両
会
社
社
長
の
参
加
に
よ
り
経
営
譲
渡
覚
書
調
印
式

を
実
施
し
ま
し
た
。
長
い
間
（
約　

年
間
）
市
民
の
足
と

50

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
ツ
バ
メ
の
マ
ー
ク
の
バ
ス
が
止

ま
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
す
が
、
地
元
の
企
業
で
引
き
継

い
で
い
た
だ
き
、
同
じ
路
線
、
運
賃
で
運
行
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。市　

長　

中
川　

鮮

１
日　

教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
委
員
辞
令
交

付
式
・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
推
進
協
議
会

▼
２
日　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場
者
激
励
会
・
安

達
学
園
創
始
者
安
達
寿
雄
氏
公
葬
▼
３
日　

全
国

市
長
会
理
事
会
▼
4
日　

議
員
会
館
に
て
要
望

▼
５
日　

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
岐
阜
県
市

長
会
▼
７
日　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
▼
８
日　

大
相

撲
中
津
川
場
所
▼
９
日　

リ
サ
イ
ク
ル
炉
見
学

▼　

日　

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
願
っ
て
の
要
請

10
な
ら
び
に
陳
情
▼　

日　

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

11

式
・「
中
山
道
４
０
０
年
祭
」
実
行
委
員
会
▼　

日
12

名
古
屋
税
理
士
会
中
津
川
支
部
研
修
会
▼　

日　
13

阿
木
城
を
み
る
会
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
除
幕
式
・

中
津
川
市
観
光
協
会　

周
年
記
念
式
典
▼　

日　

40

14

第
６
回
岐
阜
県
文
楽
、
能
大
会
え
な
２
０
０
１

▼　

日　

う
ろ
ぼ
し
創
作
苑
・
東
濃
東
部
リ
ニ
ア

15
停
車
駅
期
成
同
盟
会
・
ゴ
ミ
減
量
勉
強
会
▼　

日
16

市
議
会
駅
前
再
整
備
対
策
特
別
委
員
会
・
市
議
会

情
報
通
信
技
術
特
別
委
員
会
▼　

日　

「
中
津
川

17

の
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
」
講
演
会
▼　

日　

東
濃

18

地
域
雇
用
対
策
会
議
・
第
一
中
学
校
生
徒
会
・
医

療
懇
談
会
▼　

日　

ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
湯
舟
沢
研
修

19

会
▼　

日　

中
津
川
市
柔
道
大
会
・
中
部
歌
謡
教

21

室
・
チ
ャ
ー
チ
ル
会
▼　

日　

全
国
障
害
者
ス

22

ポ
ー
ツ
大
会
卓
球
競
技
出
場
者
激
励
会
▼　

日　
23

狂
牛
病
対
策
打
合
せ
・
新
年
度
予
算
編
成
打
合
せ
・

神
坂
地
区
市
政
懇
談
会
▼　

日　

山
梨
リ
ニ
ア
実

24

験
線
視
察
▼　

日　

東
海
市
長
会
役
員
会
▼　

日

25

26

東
海
市
長
会
臨
時
総
会
▼　

日　

ふ
る
さ
と
馬
籠

28

ご
へ
ー
祭
▼　

日　

駅
前
再
整
備
対
策
特
別
委
員

29

会
・
定
例
記
者
会
見
・
東
濃
民
主
商
工
会
懇
談
会
・

ご
み
減
量
市
民
会
議
▼　

日　

合
併
に
関
す
る
シ

30

ン
ポ
ジ
ウ
ム
▼　

日　

Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
路
線
経
営

31

譲
渡
覚
書
調
印
式
・
環
境
施
設
組
合
正
副
担
当
者

会
議
・
保
育
園
給
食
調
理
員
と
の
懇
談

▼
２
日　

松
原
鐡
之
氏
香
典
５
千
円
▼
６
日　

星
ヶ
見
音
頭
保
存
会　

周
年
記
念
祭
５
千
円
▼　

10

13

日　

ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
除
幕
式
１
万
円
▼　

日　
18

医
療
懇
談
会
５
千
円

　

市
長
交
際
費
の
支
出
状
況

―10月―

①②

③



7

　

市
は
、
年
間
を
通
し
て
空
気

の
汚
れ
具
合
を
測
定
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
冬
の
間
の
空
気
の

汚
れ
が
特
に
目
立
ち
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
我
慢

を
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

が
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
す
れ

ば
空
の
汚
れ
は
少
な
く
な
り
、

家
計
も
助
か
り
ま
す
。

・
部
屋
の
暖
房
温
度
は
適
切
で

　

す
か
？

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

　

は　

秒
が
目
安
で
し
た
ね　

22

　

（　

月
号
掲
載
）
。

11

・
一
日
に
５
分
、
不
要
な
ア
イ

　

ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
と
１
年

　

で
約
２
千
８
０
０
円
節
約
で

　

き
ま
す
。

・
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
こ
た
つ

　

の
敷
布
団
を
活
用
し
て
み
た

　

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

・
テ
レ
ビ
が
つ
け
っ
放
し
で
は

　

な
い
で
す
か
？

・
外
出
す
る
と
き
や
部
屋
を
使

　

わ
な
い
と
き
の
電
気
は
こ
ま

　

め
に
消
し
て
い
ま
す
か
？

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
電
気
を
使

っ
て
も
、
そ
の
場
か
ら
は
煙
や

排
気
ガ
ス
は
出
ま
せ
ん
。
で
も
、

日
本
の
発
電
所
の
多
く
は
、
石

油
や
ガ
ス
な
ど
を
燃
や
し
て
発

電
す
る
火
力
発
電
所
で
す
。

　

電
気
の
使
用
量
が
少
な
く
な

れ
ば
、
発
電
所
で
使
う
燃
料
も

少
な
く
な
り
、
排
気
ガ
ス
量
も

減
る
た
め
、
大
気
汚
染
や
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

か
わ
い
い
子
や
孫
の
た
め
に

し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
　

環
境
課
（
緯
内
線　

）
128

　

年
末
の
交
通
安
全
運
動
が　
12

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
間
、

11

20

県
下
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
街
頭
指
導
や
交
通

指
導
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
夜
間
に
で
か
け
る
と
き
は
、

明
る
い
色
の
服
・
反
射
材
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
課
（
緯
内
線　

）
141

　

全
国
地
域
安
全
運
動
の
期
間

中
の　

月　

日
に
坂
本
地
区
区

10

18

長
会
主
催
に
よ
り
、
地
元
住
民

と
市
・
中
津
川
警
察
署
が
合
同

し
て
「
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
未

然
防
止
ラ
ン
ド
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

地
域
を
巡
回
し
、
不
法
投
棄

防
止
の
看
板
を
設
置
し
、
地
域

の
環
境
を
守
る
た
め
み
ん
な
で

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

ご
み
減
量
美
化
推
進
課

（
緯
内
線　

）
133

　

不
法
投
棄
防
止

　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
　

無
事
故
で
年
末

　
　
　
　
　

笑
顔
で
年
始

　

年
末
は
大
掃
除
や
正
月
準
備

等
で
ご
み
の
量
が
増
え
、
処
理

に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑

誌
・
白
色
ト
レ
イ
・
牛
乳
パ
ッ

ク
は
し
っ
か
り
分
別
し
て
、
資

源
ご
み
と
し
て
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
庁
舎
裏
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
は
、
水
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
て
燃
え
に
く
い
た
め
、

水
分
を
し
っ
か
り
切
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
缶
類
・
ビ
ン

類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
は
キ
ャ

ッ
プ
を
取
り
、
水
洗
い
を
し
て

資
源
ご
み
回
収
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は

処
理
で
き
な
い
物
を
持
ち
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。「
ご

み
の
出
し
方
」
の
チ
ラ
シ
を
参

考
に
し
て
、
不
明
な
物
に
つ
い

て
は
事
前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
緯　

‐
2
5
4
4
）
へ
お
問

66

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第45号

　
　

月
は
大
気
汚
染
防
止
月
間

ご
み
の
排
出
量
（
可
燃
物
）

平
成　

年　

月　

５
６
１
扱

12

10

平
成　

年　

月　

５
７
２
扱

13

10

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
収
集
分
・
個
人

持
込
分
の
可
燃
物
及
び
木
く
ず

等
の
量
を
一
人
一
日
当
り
に
換

算
し
た
も
の
で
す
）

　

冬
の
間
は
暖
房
の
使
用
や
年
末
の
交
通
量
の
増
加
に
加
え
、

空
気
が
拡
散
し
に
く
く
な
る
た
め
、
大
気
環
境
（
空
の
汚
れ
）

が
悪
化
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
中
津
川
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み

ん
な
が
少
し
ず
つ
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
き
れ
い
な
空
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

※１カ月の平均値（単位はppm）

  
大
気
の
測
定
結
果
か
ら
も

  
空
と
家
計
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

電
気
も
大
気
汚
染
や
地
球

　

温
暖
化
に
つ
な
が
り
ま
す

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

12
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燃えないごみ収集日

8

資源回収(12月) ごみ減量美化推進課
緯 内線133

市 役 所
緯 66―1 1 1 1

納期限のご案内

12月25日 昇
緯内線 114

市民保険課
国民健康保険（第７期納期限）

緯内線 116国  民  年  金 （11月分納期限）

緯内線 145税  務  課固定資産税・都市計画税（第３納期限）

実施団体回収日

神坂小・中学校、阿木保育園、中央区１日松
大峡区２日掌
西幼稚園、北野減量グループ３日捷
北野保育園、中央区８日松
斧戸下子供会９日掌
中央区15日松
第一中学校16日掌
坂本幼稚園18日昇
杉の子幼稚園20日昭
松源寺区、中央区22日松

１　月
区　　　　名

12　月

不燃物資 源
ご み不燃物資 源

ご み

152510区・11区・12区・新町区・一色区1814

152214区・16区・中央区1811

929
17区・18区・東18区・銭亀区・松田区
子野区・24区・雇用促進３区・丸山団地区
丸山警察官舎・鉄官区

528

2417東７区・西７区・８区・９区・昭和区206

2316
19区・実戸区・中村区・尾鳩区・21区
雇用促進２区

1912

219
手賀野上区・１区・２区・雇用促進１区
会所ヶ丘区・３区・４区・５区・６区

175

730
後田区・松源寺区・大峡区・共栄区
西ヶ丘区・大平区・山手区・桃山区・23区

326

3018苗木地区2621

3110坂本千旦林地区2713

2823坂本茄子川地区2419

1611落合・神坂地区127

48阿木地区104

清掃センター　　
緯 66-2544

市民相談開催日(12月)

 問い合わせ先 場　　所 時　　間開　催　日種　　類

広報広聴課 （緯内線305）市役所1-2会議室９：00～12：00
毎週金曜日市 政 特 別 相 談

14日画 ・28日画行 政 相 談

市民保険課 （緯内線103）健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：30～16：005日我（第1水曜日）
人 権 相 談

法務局総務課
　　　       （緯66-1554）

岐阜地方法務局中津
川支局　４階相談室９：00～16：00毎週火・木曜日（要予約）

※常駐人権擁護委員が相談を受けます。

障害援護課 （緯内線618）
健康福祉会館３階
第２研修室

10：30～12：00
東海補聴器     10日俄
リオネット   13日牙
ナショナル     27日牙

補 聴 器 巡 回 相 談

教育相談室（緯65-1166）
教育相談室
かやの木教室

９：00～15：00毎週月～金曜日(要予約) 教 育 相 談

少年センター
　　　       （緯62-3066）緯65-343314：00～17：00毎週月・水・金曜日青少年の悩みごと

電 話 相 談

各  園
市内公・私立保育園

開催日時が各園で異なります。直接お問い合わ
せください。

乳幼児子育て相談
公立幼稚園

児童家庭課（緯内線614）
児童家庭課10：00～16：00

毎週月・火・木・金曜日母 子 家 庭 相 談

児童家庭課（緯内線613）毎週月・火・水・金曜日家 庭 児 童 相 談

都市整備課（緯内線205）市役所1-2会議室10：00～16：00毎月第2水曜日住まいづくり相談

サンライフ中津川
                （緯66-1357）

サンライフ中津川
職業相談室

８：30～17：00
毎週月～金曜日
(第3火曜日を除く)

Ｕターン希望者・
中高年齢職業相談

中津川市高齢者職業相談室
　             （緯66-8316）

中央公民館
４階相談室９：00～16：00毎週月・水・金曜日高 齢 者 職 業 相 談

社会福祉協議会
　　　　   （緯内線634）

健康福祉会館３階
子ども家庭相談室

13：00～15：30毎週月曜日心 配 ご と 相 談

13：00～　　　
 ７日画・21日画（各先着８名）
※１週間前の金曜日から電話ま
　たは窓口で予約受付。

無 料 法 律 相 談

※相談はすべて無料です。
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軽
度
の
痴
呆
性
老
人
が
少
人

数
で
共
同
生
活
す
る
「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
の
建
設
を
神
坂

霧
ヶ
原
地
区
で
進
め
て
お
り
、

平
成　

年
4
月
か
ら
介
護
保
険

14

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
運

営
し
ま
す
。
こ
の
施
設
の
愛
称

を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。
こ
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
」
は
、
木
の
温
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
木
造
平
屋
の
建
物
（
定

員
９
人
）
で
、
痴
呆
性
老
人
の

方
に
ご
自
分
の
「
家
」
と
し
て

入
居
し
て
い
た
だ
き
、
入
居
者

自
身
が
食
事
の
支
度
な
ど
家
事

を
分
担
し
て
、
張
り
の
あ
る
共

同
生
活
を
営
む
場
と
し
て
運
営

し
ま
す
。

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
、フ
ァ

　

ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　

に
愛
称
と
住
所
・
氏
名
・
電

　

話
番
号
を
記
入
し
、
送
付
・

　

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒　

‐
８
５
０
１

508

　

中
津
川
市
か
や
の
木
町
２
‐
１

　

中
津
川
市
役
所
高
齢
福
祉
課

胃
０
５
７
３
‐　

‐
０
０
５
８

62

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

締
め
切
り　
　

月　

日
峨
（
当

12

25

　

日
消
印
有
効
）

　
　

高
齢
福
祉
課
・
小
関

（
緯
内
線　

）
609

支
給
要
件

①
戦
没
者
の
死
亡
に
関
し
、
公

　

務
扶
助
料
等
の
年
金
受
給
権

　

を
有
し
て
い
た
方
が
、
平
成

　

７
年
4
月
1
日
〜
平
成　

年
11

　

3
月　

日
の
間
に
死
亡
等
の

31

　

事
由
に
よ
り
失
権
し
た
場
合

②
戦
没
者
の
死
亡
に
関
し
、
平

　

成　

年
４
月
１
日
現
在
他
に

11

　

年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す

　

る
者
が
い
な
い
こ
と

③
戦
没
者
死
亡
に
関
し
、
受
け

　

て
い
た
年
金
給
付
は
公
務
又

　

は
勤
務
に
関
連
し
た
死
亡
の

　

事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

　

と
請
求
期
限

　

平
成　

年
4
月
1
日

14

請
求
窓
口

　

障
害
援
護
課
・
早
川

　
　
　
　
　
　
　

（
緯
内
線　

）
617

　

中
津
川
市
の
建
設
工
事
・
測

量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

及
び
物
品
製
造
等
の
平
成　

・
14

　

年
度
分
の
入
札
参
加
資
格
審

15査
申
請
書
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成　

年
２
月
１
日
画

14

　

〜
２
月　

日
俄
（
土
・
日
曜

25

　

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

９
時　

分
〜　

時　

分
・　

30

11

30

13

　

時
〜　

時
16

場
所　

中
津
川
市
役
所
・
中
２

　

階
市
民
談
話
室
（
１
‐
１
会

　

議
室
）
な
お
、
提
出
要
領
等

　

に
つ
い
て
は
、
中
津
川
市
公

　

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
知
ら

　

せ
の
ペ
ー
ジ
）
に　

月
５
日

12

　

俄
９
時
頃
に
掲
載
し
ま
す
。

　

財
務
課
契
約
用
度
グ
ル
ー
プ

（
緯
内
線　

）
411

　

浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
資
源
の
有
効
活
用
と
下
流
域

の
方
々
の
た
め
、
下
水
道
に
排

出
さ
れ
る
生
活
用
水
（
台
所
、

風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
で
使
っ
た

水
）
を
日
夜
細
心
の
注
意
を
も

っ
て
徹
底
し
た
浄
化
と
水
質
の

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
下
水
に
流

し
て
は
な
ら
な
い
油
・
輪
ゴ
ム
、

髪
の
毛
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
の
混
入
が
目
立
ち
、
水
処
理

の
障
害
と
な
っ
て
機
械
設
備
の

故
障
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、

排
水
時
に
「
今
一
度
の
注
意
」

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
油
等
が

混
入
し
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た　

月　

日
の
「
人
権
デ
ー
」

12

10

を
最
終
日
と
す
る　

月
4
日
峨

12

か
ら
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ま

わ
り
で
、
い
じ
め
、
体
罰
、
差

別
問
題
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、

相
続
、
借
地
借
家
、
登
記
関
係

な
ど
日
常
的
な
こ
と
で
困
っ
て

い
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　

岐
阜
地
方
法
務
局
中
津
川
支

局
と
中
津
川
人
権
擁
護
委
員
会

で
は
、
人
権
週
間
中
の　

月
５

12

日
我
に
健
康
福
祉
会
館
で
、　

13

時　

分
か
ら　

時
ま
で
特
設
人

30

16

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。（
相

談
は
無
料
で
、
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
保
険
課
・
金
森

（
緯
内
線　

）
103

　

元
気
カ
ー
ド
提
示
で　

月　
12

29

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
、
阿
智

17

村
の
ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら
ス

ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
、
市
民
特
別

割
引
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

料
金
は
、
通
常
大
人
料
金
４

千
３
０
０
円
か
ら
８
０
０
円
引

き
（
特
定
日
５
０
０
円
引
き
）、

通
常
小
人
料
金
３
千
８
０
０
円

か
ら
６
０
０
円
引
き
（
特
定
日

３
０
０
円
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
６
日
蚊
か
ら　
１１

日
画
の
市
民
デ
ー
に
は
、
大
人

３
千
円
・
小
人
２
千
５
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
、
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
に
会
え
る
ス
キ
ー
場
と
し

て
今
シ
ー
ズ
ン
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
「
い

い
な
か
ラ
イ
ナ
ー
」
利
用
者
は

バ
ス
停
か
ら
の
送
迎
が
あ
り
ま

す
。（
電
話
予
約
必
要
）

商
工
観
光
課
（
緯
内
線　

）
332

ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら

　

元
気
カ
ー
ド
で
特
別
割
引

　

痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ　

　

ホ
ー
ム
愛
称
の
募
集

―
思
い
や
る
心
が
築
く
新
世
紀
―

　

第　

回
人
権
週
間

53

　

に
つ
い
て

   
―
戦
没
者
等
の
遺
族
の

　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ
―　

　

第
７
回  
特
別
給
付
金
の

　

請
求
期
限
が
せ
ま
っ
て

　

い
ま
す

　

下
水
道
へ
の
油
等
の
流
入

　

禁
止
の
お
願
い

平成14年の成人式

日時：1月13日蚊
　　　13時30分から

会場：中津川文化会館　　

　　　ホール

対象者：昭和56年4月2日か

　ら昭和57年4月1日生まれ

　の中津川市民及び出身者。

案内状：対象者には発送し

　ましたので、当日は、案

　内状をご持参ください。

　※案内状が届かない場合、

　　12月14日画までにご連

　　絡ください。

　社会教育課・青木

（緯内線473）

　

平
成　

・　

年
度
入
札

14

15

　

参
加
資
格
審
査
の
申
請
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年始の業務年末の業務施　　設　　名

４日画から28日画まで市　　役　　所

４日画から28日画まで
地域コミュニティセンター

施設の使用は６日蚊から施設の使用は26日我まで

４日画から28日画まで市　民　病　院

６日蚊から26日我まで

中央公民館・青邨記念館・

苗木遠山史料館・子ども科

学館・鉱物博物館・サンラ

イフ中津川・中津川公園・

市体育施設・大正の蔵

５日臥から27日牙まで図　　書　　館

４日画から28日画まで
文化会館・

東美濃ふれあいセンター

４日画から
30日蚊午前中まで

（受付は10時まで）
斎　　　　　場

４日画から24日俄～28日画衛生センター

直接搬入可燃ごみ収集月　　日

清
掃
セ
ン
タ
ー

9：00～16：00休　　務12月23日蚊

休　　務月・木地区収集12月24日俄

9：00～16：00通常業務12月25日峨～28日画

9：00～16：00月・木地区収集12月29日臥

通常業務１月４日画～

駅前市営ビル駐車場

業務時間月　　日業務時間月　　日

10：00～17：00
１月２日我通常業務～12月30日蚊

１月３日牙7：00～17：0012月31日俄

通常業務１月４日画～休　　業１月１日峨

クアリゾート湯舟沢（緯69-5000）

営業時間月　　日営業時間月　　日

受付終了 16：30

閉　　館 18：00
１月１日峨

休　　業12月27日牙

通常営業   12月28日画
～30日蚊  

通常営業１月２日我～休　　業12月31日俄

ふれあい牧場（緯69-4822）

12月30日蚊から１月３日牙までの営業時間は

次のとおりです。

11：00～14：00ビジターハウス売店

休　　業レストラン

１月４日晶から売店・レストランは10：00から

16：00まで営業します。

水道修理の当番業者

12月31日捷12月30日掌12月29日松

池戸設備工業珂
緯67-2243

五十嵐工業珂
緯68-2161

酒井水道珂
緯65-3632

１月３日昭１月２日昌１月１日昇

角田工業所珂 緯65-5185恵曽水工珂
緯69-4131

珂井口設備 緯65-5545

禍保母石油 緯63-2036山田設備禍 緯69-3927

年末年始の業務のご案内

募集職種：公園・体育施設等作

　　　　　業員（一部交代制あり）

採用人数：若干名

年齢：昭和15年4月2日から昭　

　　　和17年4月1日までに生　

　　　まれた方

受付期間：平成14年1月7日俄　

　　　　　～21日俄
問い合わせ先：

中津川ふれあい公社  緯65-8080

　県では、地域の皆さんとの協

働作業で道路の維持管理を進め

ていくため、「ぎふ・ロード・

プレーヤー」として、道路の一

定区間の清掃美化や花木の世話

などを担っていただける地域住

民の皆さんや企業・団体などを

募集しています。

　対象道路は中津川地区では、

国道257号及び県道全路線です。

　詳細は下記まで。

岐阜県恵那建設事務所管理課

緯0573-26-1111（内線329）

　苛21世紀職業財団は、妊娠、

出産、育児または介護のために

退職したが、将来働けるように

なったときに再就職を希望する

方の登録事業を行っています。

再就職の準備に役立つ情報誌の

送付、教育訓練受講費の割引な

どの支援を行います。登録料は

無料です。詳しくは、苛21世紀

職業財団岐阜事務所（緯058-

266-5033）まで。

なかつがわふれあい公社
職員募集

「ぎふ・ロード・プレーヤー」
事業参加者募集

再就職希望登録者支援事業
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健康推進課　　　
緯 内線623・626

緯68-2008市岡医院
２日掌

12

月

緯65-7880木村眼科

緯68-7161笠木医院９日掌

緯66-1275加々美医院16日掌

緯66-4111東和クリニック
23日掌

緯65-2526伊藤歯科医院

緯66-7500可知医院
24日捷

緯66-1577中津第一歯科

緯65-2007林メディカルクリニック
29日松

緯69-4048ウエダ歯科医院

緯68-2039小野医院
30日掌

緯82-2215小南歯科医院（付知町）

緯62-3001古瀬医院
31日捷

緯66-6700勝歯科医院

緯65-8877服部内科クリニック
１日昇

　

1 
月

緯63-3221阿木河合歯科医院

緯66-3111中津クリニック
２日昌

緯79-2658加子母村国保歯科診療所

緯69-5015中川医院
３日昭

緯65-5107近藤歯科

緯69-3219落合診療所
６日掌

緯65-7880木村眼科

緯65-2872田口医院
13日掌

緯68-7636篠原歯科医院

緯65-7565古瀬小児科クリニック
14日捷

緯65-2205原歯科医院

緯65-5766つねだ整形外科・皮ふ科20日掌

緯66-1565古橋内科医院27日掌

リサイクルプラザ情報
平成13年 11月16日現在　

移 動 図 書 館（12月）

がん・骨粗しょう症検診日程 健康推進課　　　
緯 内線623・626

※12月・1月のがん・骨粗しょう症検診はお休みです。

　健康増進カレンダー裏面に「がん検診日程12月」と掲載されていますが、正しくは２月です。
　お間違えないようお申し込みください。

①大腸がん検診を受ける方は、１週間前までに健康推進課へお申し込みください。容器を郵送いたします。
②がん検診は必ず事前に申し込みをしてください。元気カードをお持ちの方は、お申し込みの際、元気カードの番号をお

知らせください。（検診をキャンセルする時は必ずご連絡を！）
③子宮がん検診は市内の医療機関でも受診できますので、健康推進課へお申し込みください。受診票を郵送します。上記

の検診はいずれも電話でお申し込みができます。

中津川リサイクルプラザ　　
市内西太田町通り　緯65-8281

定休日：毎週水曜日　

休 日 当 番 医

中津川市立図書館　　
緯 66-1308

※当番医は変更になる場合がありますので、

　　必ずお問い合わせのうえ、お出かけください。

　 消 防 署　 緯 ６５－３７９９　（ み なきゅうきゅう）

　 市 役 所　 緯 ６６－１１１１

行　　　　　程地 区巡回日行　　　　　程地 区巡回日

  寺領 　 　  広岡  　　    飯沼
　　　　→　　　　 →　
(14:55)　　 (15:40)　　  (16:10）

阿木13日昭与ヶ根　　   深沢　 　   新町 
　　　　→　　　　 →　
(15:00)　　 (15:30)　　  (16:10)

坂 本５日昌

清水平　　 宮の前
　　　　→
(15:00)　　 (15:30)

落 合18日昇  西山　　   岩屋堂　　   中洗井
　　　　→　　　　 →　
(14:25)　　 (14:55)　　  (15:25)

中津・坂本６日昭

  新道　　    小森　　    霧ヶ原
　　　　→　　　 　→
(14:35)　　（15:00)　　  (15:45)

神 坂21日晶  川上　　     松田
　　　　→
(15:10)　　 (16:00)

中津11日昇

運行上の安全確保のため、悪天候など運行を中止する
場合があります。

  本町 　 　   狩宿  　　   並松
　　　　→　　　　 →　
(14:40)　　 (15:20)　　  (16:00）

苗木12日昌

求めています展示（販売）しています

・冷蔵庫、洗濯機、テレビ等
・自転車（幼児用）　・暖房器具
・ベビー用品（ベビーベッド等）
・ギフト用品　・紳士服　・パソコン
・新生児用チャイルドシート　

・木酢液　・食器類　・制服
・手作り品　・子供服
・婦人服　・机　・タオル
　※その他いろいろあり



 　

平
成　

年
度
基
本
健
診
を
医

13

療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
方
は
７

千
３
８
人
で
し
た
。
う
ち
約
３

割
の
方
が
要
生
活
指
導
・
生
活

改
善
が
必
要
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　

特
に
生
活
習
慣
病
と
し
て
多

い
高
脂
血
症
、
高
血
糖
な
ど
は

食
生
活
、
運
動
不
足
の
改
善
な

ど
で
予
防
で
き
る
も
の
で
す
。

結
果
説
明
会
、
個
別
相
談
会
な

ど
を
行
っ
て
以
降
に
事
後
教
室

と
し
て
高
脂
血
症
予
防
教
室
、

糖
尿
病
予
防
教
室
、
歩
こ
う
会

１
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
教
室
に
参
加
す
る
中
で
必

要
量
を
確
認
し
、「
食
べ
す
ぎ
や
、

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
の
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
食
べ
方
の
見
直
し
が

で
き
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

運
動
と
し
て
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
手
軽
で
す
が
、
腰
や
膝
が
痛

い
、
続
け
ら
れ
な
い
な
ど
運
動

を
す
る
う
え
で
困
難
な
要
因
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
室
に

参
加
し
て
他
の
人
と
交
流
し
な

が
ら
自
分
な
り
の
改
善
方
法
を

見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

各
教
室
に
参
加
し
、
１
年
後

に
健
診
を
受
け
た
結
果
を
見
る

と
、
教
室
参
加
者
の
検
査
結
果

に
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
高

脂
血
症
予
防
教
室
参
加
者
の
平

均
で
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
、
血
圧
値
、
血
糖
値
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
な
ど
確
実
に

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
事
後
教

室
は
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
自
主
的
活

動
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

健
康
管
理
の
た
め
の
大
切
な
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。 
         

　
  　

健
康
推
進
課
・
古
田

（
緯
内
線　

）
626

  　
　

歯
磨
き
上
手
な
人
に
は
、
歯

周
病
が
少
な
い
と
い
う
調
査
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
自
己
流
で

は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
お
口
の
状
態
に
あ
っ
た
正
し

い
歯
磨
き
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
の
は

歯
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
歯
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

①
「
１
本
１
本
の
歯
の
歯
垢
を

　

て
い
ね
い
に
取
り
除
く
」
こ

　

れ
が
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
目
的

　

で
す
。

②
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
歯
ブ
ラ

　

シ
の
毛
先
を
あ
て
小
刻
み
に

　

毛
先
を
動
か
し
ま
す
。
鉛
筆

　

を
持
つ
よ
う
軽
く
持
っ
て
力

　

を
い
れ
過
ぎ
な
い
の
が
ポ
イ

　

ン
ト
。

③
補
助
道
具
を
使
い
ま
し
ょ
う

　

歯
ブ
ラ
シ
の
他
に
デ
ン
タ
ル

　

フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど

　

を
使
っ
て
歯
と
歯
の
間
も
清

　

掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
の
予
防
に
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
自
分

自
身
で
行
う
継
続
的
な
努
力
で

す
。

　

そ
し
て
、
何
で
も
相
談
で
き

る
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

歯
の
健
康
相
談
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
四
水
曜
日

　
　
　
　

時
〜　

時

13

15

場
所　

健
康
福
祉
会
館
２
階

　
　
　

歯
科
予
防
室

内
容　

正
し
い
歯
の
磨
き
方
の

　
　
　

相
談
・
指
導
な
ど

　
　

健
康
推
進
課
・
勝

（
緯
内
線　

）
625
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岐
阜
県
で
は
、
「
岐
阜
県
広

域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
次
の
よ
う

な
目
的
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム　

　

救
急
患
者
の
案
内
・
搬
送
を

　

よ
り
効
率
的
に
実
施
す
る
た

　

め
、
県
内
の
医
療
機
関
が
現

　

在
診
療
可
能
で
あ
る
か
ど
う

　

か
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
集
約

　

し
、
県
民
の
皆
様
に
症
状
に

　

応
じ
た
医
療
機
関
を
案
内
す

　

る
こ
と

●
広
域
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム　

　

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確

　

な
救
援
・
支
援
を
行
う
た
め
、

　

被
災
し
た
医
療
機
関
の
情
報

　

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
収
集
し
、

　

全
国
の
医
療
機
関
、
消
防
本

　

部
、
行
政
機
関
等
が
情
報
を

　

交
換
・
共
有
す
る
こ
と
に
よ

　

り
、
効
果
的
な
患
者
転
送
を

　

行
い
、
災
害
医
療
活
動
を
サ

　

ポ
ー
ト
す
る
こ
と

　
　

健
康
推
進
課
（
緯
内
線　

）
622

　

成
果
の
あ
が
る
教
室

12

　

岐
阜
県
広
域
災
害
・

　

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

　

運
用
開
始

事
後
教
室
に
参
加
し
て
健
康
づ
く
り

12

　

歯
周
病
の
予
防
に
は

　

ま
ず
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ　

　

（
歯
磨
き
）
！

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
基
本

 ホームページアドレス       　

　 http://www.qq.pref.gifu.jp/
　

 携帯電話（ｉモードアドレス）

　 http://www.qq.pref.gifu.jp/i/
　

 ファックス・電話

　058-268-1099

高脂血症予防教室で、栄養学習する教室生の皆さん
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中
津
川
地
域
就
職
面
接
会

（
中
津
川
地
域
雇
用
対
策
協

議
会
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
津

川
・
中
津
川
商
工
会
議
所
主

催
）
が　

月
６
日
峨
高
砂
殿
で

11

９
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
校
生
か
ら
定
年
後
の
就

職
を
希
望
す
る
方
ま
で
３
８

６
人
が
訪
れ
、
全
国
的
に
悪
化

す
る
雇
用
情
勢
を
反
映
し
、
当

初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
求
職
者

の
方
々
は
参
加
企
業　

社
の

35

求
人
情
報
を
参
考
に
、
各
事
業

所
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
担
当
者

の
面
接
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
に
岐
阜
市
な
ど

11
で
開
催
さ
れ
た
、
岐
阜
県
高
校

駅
伝
競
走
大
会
女
子
の
部
で

中
津
商
業
高
等
学
校
陸
上
部

長
距
離
女
子
が
み
ご
と
優
勝

し
、　

月　

日
蚊
に
京
都
市
で

12

23

開
催
さ
れ
る
女
子
第　

回
全

13

国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
に
初

出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

全
国
高
校
駅
伝
は
京

都
西
京
極
競
技
場
を
午

前　

時　

分
に
ス
タ
ー

10

20

ト
し
、
約　

キ
ロ
の
距

21

離
を
５
名
の
選
手
に
よ

り
走
り
継
が
れ
ま
す
。

　

な
お
、
競
技
の
も
よ

う
は　

時　

分
か
ら
Ｎ

10

15

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
ま
す
。

　

出
場
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

監
督　

羽
柴
卓
也

　

選
手　

山
本
亜
弥
（
３
年
・
恵

　

那
東
中
） 

古
田
あ
ゆ
み
（
３

　

年
・
落
合
中
） 

原　

朝
美
（
３

　

年
・
恵
那
東
中
）
斉
藤
麻
起　

　

（
３
年
・
落
合
中
） 

早
川
さ
よ

　

（
１
年
・
付
知
中
）
清
水
裕
子

　

（
１
年
・
大
桑
中
）
西
尾
奈
々

　

（
１
年
・
陶
中
）
田
口
恵
（
１

　

年
・
二
中
）

　

Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
の
、
中
津
川
市
内

で
運
行
す
る
恵
那
線
（
１
路
線
６
系

統　

中
津
川
駅
〜
市
民
病
院
他
）
の

撤
退
を
受
け
、
北
恵
那
交
通
が
譲
渡

を
受
け
て
運
行
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
、　

月　

日
、
市
役
所
で
市

10

31

と
両
社
の
覚
書
の
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

ダ
イ
ヤ
や
運
賃
は
当
分
の
間
そ

の
ま
ま
で

運
行
さ
れ

ま
す
。
通
院

や
買
い
物

な
ど
に
ぜ

ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

担当者の説明を熱心に聞く
参加者の皆さん

　

住
民
の
足
を
確
保

　

〜
市
・
Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
・

　
　
　

北
恵
那
交
通
覚
書
調
印
式
〜

中津川地域就職面接会２００１

　

市
長
の
激
励
を
受
け
る
出
場
選
手
の
皆
さ
ん

　

平
成　

年
４
月
か
ら
完
全
学

14

校
週
５
日
制
が
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
主
な
生
活
や
活

動
の
場
は
、
５
日
間
の
学
校
と

土
・
日
曜
日
の
家
庭
･
地
域
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

時
間
的
な
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。

ゆ
と
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ゆ
と
り
を
精
一
杯
使
っ

て
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

の
土
･
日
曜
日
の
い
き
い
き
生

活
は
、
学
校
生
活
を
よ
り
充
実

さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
土
・
日
曜
日
に
「
何

か
や
り
た
い
こ
と
の
あ
る
生

活
」
を
つ
く
り
だ
せ
る
よ
う
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
協
力
し
合

い
た
い
も
の
で
す
。

　

完
全
学
校
週
５
日
制
を
間
近

に
ひ
か
え
、
私
た
ち
大
人
は
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
役
割
分

担
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
、
三

者
が
連
絡
や
相
談
を
し
合
う
こ

と
が
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な

り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
時
間
を
大
切
に
し

て
、
保
護
者
の
方
々
が
意
識
し

て
基
本
的
な
生
活
習
慣
・
し
つ

け
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
よ
り
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
「
読
み
・
書
き
・

算
」
の
基
礎
・
基
本
の
学
習
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

自
ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ
力
を
育

て
る
学
習
を
大
切
に
し
ま
す
。

　

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も

も
変
わ
る
。
地
域
の
お
じ
さ
ん
・

お
ば
さ
ん
運
動
」
に
あ
る
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
、

見
守
り
、
ほ
め
、
叱
り
、
励
ま

し
合
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
行
事

や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
多

様
な
体
験
活
動
を
進
め
、
保
護

者
の
方
々
、
関
係
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
、
地
域
の
大
人
が
連
携
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　

　

今
月
号
か
ら
、「
学
校
週
５
日
制
」

　

に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

　

全
国
高
校
女
子
駅
伝
に
中
津
商
が
初
出
場

社
会
教
育
課
（
緯
内
線　

）
471

学
校
教
育
課
（
緯
内
線　

）
461

何
か
や
り
た
い
こ
と
の

あ
る
生
活
を

家
庭
で
は

学
校
で
は

地
域
で
は
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明
治
維
新
が
中
津
川
で
ど
う

展
開
さ
れ
た
か
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
四
月
十
一
日
、

江
戸
城
は
無
抵
抗
で
開
城
し
た

が
、
快
く
思
わ
な
か
っ
た
旧
幕

臣
や
諸
藩
は
、
奥
羽
や
越
後
に

走
っ
た
。

　

越
後
に
向
か
っ
た
一
隊
は
、

越
後
諸
藩
の
兵
を
集
め
信
州
飯

山
に
迫
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
新
政
府
は
、
尾

張
藩
を
中
心
に
討
伐
軍
を
組
織

し
た
。
木
曽
谷
へ
は
農
兵
が
割

り
当
て
ら
れ
た
。

　

農
兵
と
は
、
農
民
か
ら
徴
集

さ
れ
た
兵
士
で
、
神
坂
（
当
時

は
湯
舟
澤
村
）
に
も
十
二
人
が

割
り
当
て
ら
れ
た
。

　

そ
の
十
二
人
は
、
村
民
が
皆

で
持
高
に
よ
っ
て
費
用
を
負
担

し
、
そ
れ
で
希
望
者
を
募
っ
た
。

そ
の
農
兵
た
ち
は
閏
四
月
十
日

に
村
を
出
発
し
た
。
こ
の
こ
と

は
農
民
に
と
っ
て
は
大
き
い
負

担
と
な
っ
た
。
出
動
し
た
農
兵

が
ま
だ
帰
村
し
な
い
五
月
十
七

日
に
は
、
ま
た
越
後
出
兵
へ
の

夫
役
人
足
を
湯
舟
澤
村
へ
二
十

九
人
も
割
り
当
て
て
き
た
。

　

農
兵
の
負
担
で
も
困
っ
て
い

る
の
に
、
更
に
人
夫
の
徴
発
。

と
て
も
承
服
し
か
ね
た
。
人
数

を
半
減
す
る
か
、
三
十
日
に
必

ず
交
替
す
る
か
、
一
人
に
二
両

貸
与
し
て
ほ
し
い
等
の
条
件
を

付
け
、
村
役
人
を
押
し
立
て
て
、

役
人
と
交
渉
し
た
。

　

し
か
し
役
人
は
聞
く
ど
こ
ろ

か
、
脅
か
し
ま
で
か
け
て
き
た
。

こ
れ
で
は 
埒 
が
明
か
ず
、
つ
い

ら
ち

に
、
五
月
二
十
九
日
木
曽
谷
南

部
を
中
心
と
し
た
四
宿
七
ケ
村

の
農
民
が
、
名
古
屋
ま
で
押
し

か
け
る
た
め
、
七
ッ
半
時
（
午

後
五
時
）
中
津
川
宿
に
入
っ
た
。

　

馬
二
十
騎
が
宿
内
へ
入
る
の

を
取
り
押
さ
え
、
中
津
川
宿
の

役
人
は
「
嘆
願
は
取
り
つ
ぐ
か

ら
」
と
説
得
し
、
や
っ
と

の
こ
と
で
中
津
川
橋
（
当

時
は
川
上
川
）
詰
で
引
き

留
め
た
。

　

早
速
理
由
を
尋
ね
た
中

津
川
村
の
庄
屋
肥
田
九
郎

兵
衛
が
、
早
駕
籠
で
名
古

屋
表
へ
飛
ん
だ
。

　

そ
の
人
数
は
『
大
黒
屋

日
記
』
に
は
千
百
五
十
人
、

蘭
村
の
記
録
で
は
千
二
百

人
、
中
津
川
宿
役
人
の
記

録
に
は
五
百
四
十
一
人
と

あ
る
。

　

中
津
川
宿
で
は
早
速
旅

宿
を
割
り
あ
て
、
炊
き
出

し
も
行
っ
た
。
し
か
し
農

民
た
ち
は
す
ぐ
に
は
立
ち
去
ろ

う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
翌
日

明
け
方
頃
ま
で
に
は
帰
村
し
た
。

　

肥
田
九
郎
兵
衛
は
六
月
二
日

夕
方
に
は
帰
っ
た
。
結
果
は
「
今

後
一
切
中
止
」
と
の
知
ら
せ
で

あ
っ
た
。
農
民
は
喜
ん
だ
が
、

木
曽
谷
の
役
人
た
ち
の
顔
は
丸

つ
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
首

謀
者
の
取
り
調
べ
は
行
わ
れ
た

が
、
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
話
は

残
っ
て
い
な
い
。

　

市
史
に
関
す
る
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
史
編
さ
ん
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

市
史
編
さ
ん
室
・
吉
田

（
緯
内
線　

）
590

新
寝
た
き
り
高
齢
者
ゼ
ロ
作
戦

普
及
啓
発
推
進
事
業

―
高
齢
者
調
査
結
果
報
告
印
―

　

す
で
に
本
調
査
で
は
、「
公
の

交
通
機
関
は
利
用
し
に
く
い
」

「
バ
ス
停
ま
で
歩
け
な
い
」「
広

報
を
読
ん
で
い
な
い
」「
趣
味
が

な
い
」「
お
し
ゃ
れ
に
興
味
が
な

い
」
の
５
要
因
に
つ
い
て
は
女

性
の
み
に
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向

が
見
ら
れ
、「
三
食
食
べ
て
い
な

い
」「
歩
く
時
間
が
１
日　

分
に

60

満
た
な
い
」「
１
日
中
家
の
中
で

過
ご
す
」
「
外
出
に
不
安
あ
り
」

「
付
き
添
い
の
人
が
い
る
と
外

出
し
や
す
い
」「
隣
の
家
ま
で
歩

け
な
い
」「
趣
味
は
続
け
て
い
な

い
」「
お
し
ゃ
べ
り
友
達
が
い
な

い
」
の
８
要
因
に
つ
い
て
は
男

性
に
の
み
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向

が
見
ら
れ
た
と
報
告
し
ま
し
た

が
、
そ
の
「
趣
味
」
に
つ
い
て

の
調
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

趣
味
は
８
割
以
上
の
人
が

「
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
趣
味
の
多
く
は

「
カ
ラ
オ
ケ
・
コ
ー
ラ
ス
・
民

謡
・
詩
吟
を
う
た
う
」
と
「
花

作
り
・
花
を
育
て
る
こ
と
」
で

し
た
。
次
い
で
「
和
裁
・
洋
裁
・

手
芸
・
編
物
」
が
多
い
よ
う
で

す
。「
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
高
齢

者
」
で
は
趣
味
が
「
あ
る
」
人

の
割
合
が
、「
そ
れ
以
外
の
世
帯

の
高
齢
者
」
の
そ
れ
よ
り
や
や

少
な
い
結
果
で
し
た
。
高
齢
で

あ
る
ほ
ど
趣
味
が
「
あ
る
」
人

の
割
合
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

　

歳
以
上
の
人
で
は
逆
に
「
あ

85る
」
と
い
う
回
答
が
増
え
る
逆

転
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
居

住
地
域
別
で
見
て
み
る
と
「
中

津
地
区
」
で
は
明
ら
か
に
「
苗

木
・
坂
本
・
落
合
・
阿
木
・
神

坂
地
区
」に
比
べ
て
趣
味
が
「
あ

る
」
と
い
う
割
合
が
高
い
結
果

で
し
た
。
特
に
「
中
津
地
区
」

の
女
性
で
は
趣
味
が
「
あ
る
」

と
い
う
割
合
は
９
割
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

趣
味
が
「
あ
る
」
と
回
答
し

た
人
の
う
ち
、
７
割
以
上
の
人

は
今
も
「
や
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
で
あ

る
ほ
ど
そ
の
割
合
は
減
少
し
て

い

ま

す

（
グ
ラ
フ
）
。

趣
味
を
や

め
た
理
由

と
し
て
は
、

「
や
る
気

が
な
く
な

っ
た
」
が

も
っ
と
も

多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー
か
や
の
木
・
張
山

　
　
　

（
緯
内
線　

）
603

　

木
曽
谷
の
百
姓
一
揆

　

中
津
川
宿
役
人
が
収
拾

旧中津川村庄屋肥田九郎兵衛生家

(現在の本町曽我家)

No.13
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
旅
せ
し
日
々
の
顕
ち
て
く
る

　
　

悲
惨
な
る
テ
ロ
テ
レ
ビ
に
写
る

大
野
た
づ
ゑ

夜
の
更
け
を
見
お
り
し
ニ
ュ
ー
ス
旅
客
機
の

　
　

飛
び
来
て
瞬
間
ビ
ル
の
火
を
噴
く

篠
原
千
都
緒

採
り
終
え
し
梨
の
小
枝
の
支
え
木
を

　
　

御
苦
労
さ
ん
と
静
か
に
は
ず
す

丸
山　

淑
子

物
お
じ
を
せ
ぬ
君
の
性
変
わ
る
な
く

　
　

追
悼
歌
会
に
衣
き
せ
ぬ
評

田
島　

弘
子

母
に
似
て
煮
物
上
手
な
妹
は
折
々
の
味
届
け
て
く
る
る

伊
藤
美
保
子

指
先
に
シ
ル
ク
の
ご
と
く
し
な
や
か
な

　
　

間
引
き
菜
を
抜
く
等
間
隔
に

安
江　

久
代

奉
納
の
文
楽
琴
と
三
味
線
の
朝
顔
日
記
名
調
子
な
り

井
口　

静
香

吾
亦
紅
ま
ば
ら
ま
ば
ら
に
秋
空
の

　
　

読
点
ひ
と
つ
句
点
も
ひ
と
つ

酒
井
芙
美
子

桂
川
に
秋
風
吹
け
ど
紅
葉
に

　
　

未
だ
間
の
あ
り
小
倉
山
か
げ

佐
々
木
淑
子

不
老
長
寿
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
み
や
げ

　
　

干
し
た
る
梅
の
微
妙
な
る
味

楯　

き
み
ゑ

坂
道
に
ひ
と
つ
こ
ろ
が
る
パ
チ
ン
コ
玉
は

　
　

秋
の
日
差
し
を
鋭
く
返
す

板
津
恵
美
子

野
球
バ
ッ
ト
に
胡
瓜
や
あ
ふ
と
き
茄
子
育
て
し

　
　

暑
さ
も
も
は
や
去
り
た
り

上
田　
　

英

木
犀
の
香
に
包
ま
れ
し
旅
な
り
き

　
　

老
い
し
友
ら
と
ひ
と
日
を
過
ご
す

大
堀
せ
つ
子

   
西
幼
稚
園
は
、
子
ど
も
と
親

が
共
に
育
ち
合
え
る
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

た
ち
が
子
育
て
の
悩
み
や

不
安
を
気
楽
に
相
談
で
き
、

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、

未
来
に
続
く
夢
の
あ
る
仕

事
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
力
に
な
っ
て
い
る

の
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
す
。

乳
児
を
お
ぶ
っ
た
お
母
さ

ん
、
卒
園
児
の
お
母
さ
ん

も
参
加
し
て
、
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
サ
ー
ク
ル
活
躍

   
（
こ
ど
も
に
も
良
い
影
響
）

　

朝
食
抜
き
や
野
菜
嫌
い
な
ど
、

食
生
活
に
課
題
を
抱
え
て
い
る

子
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
味
噌
汁
サ
ー
ク
ル
」
は
、
健

康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
何
で

も
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
始

ま
り
ま
し
た
。
月
４
回
、
園
や

家
庭
で
収
穫
し
た
季
節
の
野
菜

が
入
っ
た
味
噌
汁
が
昼
食
に
配

ら
れ
ま
す
。
温
か
い
味
噌
汁
の

お
か
げ
で
、
野
菜
嫌
い
の
子
が

減
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
毎
月
の
誕
生
会

を
お
祝
い
し
て
く
れ
る
劇
団

「
ド
リ
ー
ム
」。
歌
い
継
が
れ
て

き
た
童
謡
を
聞
か
せ
て
く
れ
る

コ
ー
ラ
ス
「
ど
れ
み
」。
手
作
り

の
も
の
を
作
り
出
す
「
マ
ミ
ー

メ
イ
ド
」。「
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
、
親
が
集
う
幼
稚
園
で
す
。

　

子
育
て
を
み
ん
な
で
…

　

こ
の
活
動
で
は
、
は
じ
め
て

の
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
も

つ
お
母
さ
ん
が
、
み
ん
な
に
相

談
し
た
り
助
け
て
も
ら
っ
た
り

し
な
が
ら
、
我
が
子
だ
け
で
な

く
、
ど
の
子
も
み
ん
な
で
育
て

て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お

母
さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、

見
守
ら
れ
て
育
っ
て
い
る
西
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

今
後
も
、
心
身
の
し
な
や
か

さ
と
た
く
ま
し
さ
を
も
ち
、
夢

の
あ
る
子
ど
も
を
地
域
で
育
て

る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

太
田　

嗟　

選

　

募
集
句

　
　

〈
特
選
〉

新
米
の
炊
き
あ
が
り
た
る
光
か
な　
　
　

大
山　

清
笑

勤
倹
を
説
き
も
す
夜
長
の
灯
を
囲
み　
　

加
藤
よ
し
子

水
鶏
啼
く
夜
を
織
る
紺
の
縞
紬　
　
　
　

齊
藤　

文
枝

　

当
日
句

　
　

〈
特
選
〉

鶲
来
る
呼
び
水
入
れ
て
汲
む
井
戸
に　
　

垂
見　

菊
江

箱
膳
に
仕
舞
ふ
が 
倣 
ひ
採
り
し
種　
　
　

安
藤　

伸
子

な
ら

身
に
入
む
や
蒐
め
し
杣
具
農
耕
具　
　
　

奥
谷
亞
津
子

　
　

〈
秀
逸
〉

木
偶
蔵
の
木
偶
出
払
ひ
ぬ
野
菊
晴　
　
　

西
尾　

み
き

法
要
の
本
堂
広
く
火
を
恋
へ
り　
　
　

長
谷
川
久
仁
子

出
産
の
娘
を
待
つ
障
子
急
ぎ
貼
る　
　
　

大
山　

清
笑

近
江
路
の
仏
恋
ふ
歩
に
初
し
ぐ
れ　
　
　

篠
原
美
岐
恵

草
鳰
の
兵
馬
俑
め
き
秋
深
む　
　
　
　
　

山
田　

三
杉

西
幼
稚
園

子育てを楽しく錘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
短
歌
会　

中
津
川
支
部　

詠
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
川
市
俳
句
作
家
協
会
主
催
第　

回
秋
季
俳
句
大
会

50

10月の誕生お祝い会
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青邨記念館・苗木遠山史料館から…
★ 苗木遠山史料館特別展
　 郷土の文化人シリーズ⑦
　『唐澤栄川－漆工芸の美』
　 好評開催中です。ぜひご覧ください！ !
　12月2日蚊まで　特別展示室にて

子ども科学館から…
★ 第二土曜教室　
　　『ミニ クリスマスツリーを作ろう』
　 12月8日臥　9：30～　定員20人　費用500円
★ 折り紙教室　『正月飾り』
　 12月22日臥　9：30～　定員20人　費用500円
★ 折り紙教室　『ミニ門松作り』
　 12月23日蚊　9：30～　定員20人　費用500円

鉱物博物館から…
★ 第10回私の展示室
　『東濃の甌穴写真展』
　12月2日蚊から3月10日蚊まで
　　　　　　　　　　　　　企画展示室にて
　※ 展示説明会12月9日蚊　13：30～14：30
★ 子ども放送局－放映
 　12月8日臥・22臥　10：30～15：00
　　　　　　　　　　　　　　研修室にて

12月の四館の休館日
　３・10・17・19・25・27～31日

四館入館状況（10月）
　青邨記念館　　   668人    苗木遠山史料館　651人
　子ども科学館　2,023人    鉱物博物館       1,481人

　

絵
本　

『
ね
え　

と
う
さ
ん
』　
　
　
　
　
 

佐
野
洋
子　

作

　

ど
う
ど
う
と
し
た
く
ま
の
と
う
さ
ん
か
ら
背
伸
び

を
し
な
い
生
き
か
た
を
学
ぶ
く
ま
の
子
の
お
は
な
し
。

　

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト　

『
予
言
の
子
ラ
ノ
ッ
ホ
』

    
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ク
レ
メ
ン
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ　

作

　

古
代
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
住
む
シ
カ
た
ち
の
世
界
に

異
変
が
起
こ
り
始
め
た
こ
ろ
、
王
の
印
を
持
つ
シ
カ
の

子
ラ
ノ
ッ
ホ
が
誕
生
し
た
。
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

　

歴
史　

『
知
ら
れ
ざ
る
Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
』

田
畑
真
一　

著

　

日
本
ア
ル
プ
ス
の
父
の
思
い
が
け
な
い
新
事
実
と

驚
く
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は
。

　

民
俗　

『
京
都　

舞
妓
と
芸
妓
の
奥
座
敷
』

相
原
恭
子　

著

　

京
都
花
街
の
歴
史
と
伝
統
の
重
さ
を
背
負
い
つ
つ

懸
命
に
生
き
る
彼
女
た
ち
。

　

技
術　

『
ド
イ
ツ
流
シ
ン
プ
ル
掃
除
学
』   
沖　

幸
子　

著

　

ド
イ
ツ
暮
ら
し
で
得
た
、

簡
素
で
簡
単
・
合
理
的
な
整

理
・
お
手
入
れ
術
の
す
べ
て

を
教
え
ま
す
。

　

芸
術　

『
し
あ
わ
せ
』　
　
　
　
　
            

鬼
海
弘
雄　

作

　

厳
し
い
生
活
の
中
で
も
目
を
輝
か
せ
て
生
き
る
イ

ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
集
。

　

娯
楽　

『
ツ
ケ
の
技
法
』　
　
　
　
            

趙　

治
勲　

著

　

あ
ら
ゆ
る
局
面
に
応
用
の
利
く
ツ
ケ
の
技
術
を
名

誉
名
人
が
伝
授
。

　

文
学　

『
あ
か
ね
空
』　
　
　
　
　
            

山
本
一
力　

著

　

豆
腐
職
人
永
吉
の
一
家
二
代
に
わ
た
る
家
族
の
絆

を
描
い
た
時
代
小
説
。

　

郷
土
の
本　

『
岐
阜
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
―
岐

阜
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』

　

岐
阜
県　

編

　

☆
す
い
ー
と
ぽ
て
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

月　

日
臥　
　

時
か
ら

12

15

14

　

☆
Ｅ
‐
Ｗ
ｕ
ｐ
の
え
い
ご
Ｄ
Ｅ
お
は
な
し
会

　
　
　

月　

日
蚊　
　

時
か
ら

12

16

15

　

開
館
時
間　
　
　

平
日　

時
〜　

時
・ 

土
日　

時
〜　

時

10

19

10

17

　
　

月
の
休
館
日 　

３
・　

・　

・　

・　

・　

〜　

日

12

10

17

23

24

28

31

『日月抄』

白州正子　著

　著者の美意識の

高さ、深さには本

当に感服いたしま

す。端正できれいな日本語で綴ら

れたエッセイです。

　　（坂本　 主婦さん）

　青邨記念館　  (緯65-7170)　苗木遠山史料館　(緯66-8181)

　子ども科学館  (緯66-9090)　鉱物博物館　　　(緯67-2110)

　

よ
り
ぬ
き
新
着
図
書
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家賃（所得による）間取り戸数団地名

17,800円～29,600円３ＤＫ1戸深 沢 団 地

  3,800円～  8,300円２ＤＫ1戸中 村 団 地

市営住宅入居者募集

東美・ア は東美濃ふれあいセンターアリーナ、　  東美・歌 は東美濃ふれあいセンター歌舞伎ホール、 競技場 は中津川公園競技場、

健福 は健康福祉会館、  料 は入場料等。
※催し物は主催者の申請に基いていますので、予定が変更になる場合があります。　
　料金の記述のないものや詳細は、主催者へ直接お問い合わせください。

17

行　　　　　　　　事曜日

・教育講演会　　演題：「21世紀の教育と家庭・子供」　　　講師：有馬朗人 氏（元文部大臣）　

　東美・歌  13:30～15:00　　　料 無料        　　　　　　　      　　　　　　　　　　　学校教育課[緯内線461]
土１

・保育園合同講演会　演題：「いつからでもやり直せる子育て」　講師：池添 素 氏(京都「らく相談室」室長)　

　健福 多目的ホール 14:00～16:00　  料 無料　　　　　　　           　　　  　　　　児童家庭課[緯内線613]

・東濃地区スポーツ少年団駅伝交流会　　競技場 8:00～　　       　　　　　　　スポーツ推進課[緯内線481]

日２ ・市内王座決定戦バレーボール大会    東美・ア 9:00～    料 無料             中津川市バレーボール協会[緯65-7272]

・ピアノ・エレクトーン発表会　 東美・歌 9:00～　　料 無料　　      　　　　　　岩井千草[緯0573-526-3060]

・市議会本会議（初日）　10:00～　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　 議会事務局[緯内線503]

水５
・事業所献血（全血）　王子製紙㈱中津川工場　10:30～12:00　　　　　　　　  　　健康推進課[緯内線622]

・事業所献血（全血）　DAISEN㈱　13:30～14:30　　　　　　　　　　　　　　　  健康推進課[緯内線622]

・事業所献血（全血）　中津高等学校　15:00～16:00　　   　              　　 　　 　   健康推進課[緯内線622]

・園児と親で歌って踊る　     東美・歌 9:00～      料 無料               　　　　　     中津川市立幼稚園[緯69-3774]木６

・東濃歌舞伎保存大会　 東美・歌 10:00～　　料 800円　   　　　        　東美濃ふれあいセンター [緯68-8000]日９

・事業所献血（全血）　吉川工務店　　12:00～13:00        　   　　　　　　　　　　 健康推進課[緯内線622]
月10

・事業所献血（全血）　岐阜島田理化㈱　　14:00～15:30   　     　   　　　　　　　 健康推進課[緯内線622]

・市議会本会議（一般質問）　10:00～　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　 議会事務局[緯内線503]木13

・市議会本会議（一般質問）　10:00～　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　 議会事務局[緯内線503]金14

・X'masコンサート　　　　東美・歌 18:00～　　　　料 一般1,800円   高校生1,000円
　　　　　　　　　　      　　　　       　　　　　　　　　　     　　  東美濃ふれあいセンター [緯68-8000]

土15

・第６回ブラスバンドフェスティバル        東美・歌 13:00～    　料 無料           　          　　 警防課[緯内線558]日16

・市議会常任委員会（民生委員会）　　　10:00～    　　　　      　                           議会事務局[緯内線503]月17

・市議会常任委員会（経済建設委員会）　10:00～　　　　　　　　　　　   　　　　 議会事務局[緯内線503]火18

・市議会常任委員会（総務文教委員会）　10:00～　　　　　　　　　　　   　　　　 議会事務局[緯内線503]水19

・市議会本会議（最終日）  10:00～      　　　 　　　　　   　　　   　　           　　 議会事務局[緯内線503]金21

・消防団警防夜警　（～30日）　  　  消防団による年末夜警　　       　　　　　　　　　　　警防課[緯内線火25

入居資格 現在住宅に困っている方、原則として、 市内に在住 
　または在勤で市税を滞納していない方、同居する家族が
　ある方、収入が一定の基準内の方

申込期限 12月10日俄～12月21日画
入居予定 平成14年１月

申先・問先  都市整備課・伊藤　(緯内線206)

　市社会福祉事業に寄付

・坂東流寿納会代表　坂東寿納　10万円

・第44回東濃合唱祭来場者一同　代表　籏幸雄  51,592円

福祉施設等利用者の方に寄付
・花岐阜新聞・岐阜放送社会事業団

　大相撲中津川場所入場券208枚

清和寮、ゆうらく苑、社会福祉協議会に寄付《８月》

 清和寮へ　▽ナス11kg野尻孝三(落合)▽スイカなど98kg長瀬
守(星ヶ見)▽雑巾70枚恵星会(19区)▽米30kg成瀬弘(実戸)▽スイ
カなど26kg今井茂子(中村)▽トマトなど35kg赤尾喜作(千旦林)
▽カボチャ32kg匿名▽カボチャ45kg匿名
　

ゆうらく苑へ　▽竹ほうき4本糸井川芳郎(落合)
　

社会福祉協議会へ　▽古切手・未使用はがき・未使用テレホン
カード・図書券・商品券ボランティアクラブふじつうテン(苗木)
▽37,000円「語る会」(千旦林)▽14,260円アグリマーケットの
会(瀬戸)▽古切手・未使用はがき中津川モラロジー事務所(西宮
町)▽20,200円若鯉会(茄子川)▽雑巾60枚老人クラブ第1寿楽会(
中津川)▽900円飯沼区(飯沼)▽古切手小川和子(駒場)▽30,000円
市子ども会育成指導者連絡協議会(かやの木町)▽53,790円長尾
建設㈱(中津川)▽古切手やまうち小児歯科(東宮町)▽古切手中津
川商工会議所(かやの木町)▽古切手中津川青年会議所(かやの木
町)▽古切手延暦寺広済寮(神坂)▽古切手中央板紙㈱(小川町)▽
60,000円連合岐阜･東濃東地域協議会(駒場町)▽5,400円加藤正
文(茄子川)▽古切手㈱トキワ(桃山町)▽1,000円匿名
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寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
季

節
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
活

躍
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

例
年
ピ
ー
ク
は
１
月
か
ら
２

月
で
す
。
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

呼
吸
器
感
染
症
で
す
。
普
通
の

風
邪
と
は
全
く
違
う
病
気
で
症

状
は
重
く
、
伝
染
力
は
は
る
か

に
強
い
の
で
す
。
症
状
の
特
徴

は
、
は
じ
め
に
突
然
の　

度
近

40

い
高
熱
が
あ
り
、
関
節
痛
・
筋

肉
痛
・
全
身
倦
怠
感
な
ど
の
全

身
症
状
を
伴
い
ま
す
。
重
症
化

す
る
と
体
力
の
な
い
高
齢
者
や

乳
幼
児
な
ど
で
は
生
命
に
関
わ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ウ
ィ
ル
ス
に
は
Ａ
型
・
Ｂ
型
・

Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
と

な
る
の
は
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
す
。

Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合

は
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
高
率

で
細
菌
性
肺
炎
を
合
併
し
ま
す
。

原
因
は
不
明
で
す
が
、
５
歳
以

下
の
小
児
で
重
篤
な
脳
炎
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
前
の
ア
ジ
ア
風
邪
、　

40

30

年
前
の
香
港
風
邪
な
ど
大
流
行

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ

ル
ス
は
、
毎
年
細
か
く
姿
を
か

え
て
出
現
す
る
も
の
で
す
。

　

最
近
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

治
療
薬
が
登
場
し
て
き
ま
し
た

が
、
発
症
後　

時
間
以
内
に
使

48

用
し
な
い
と
、
効
果
が
望
め
ま

せ
ん
。
ま
た
小
児
の
適
応
も
あ

り
ま
せ
ん
。
予
防
の
基
本
は
や

は
り
予
防
接
種
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
病
気
に

か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
か
か

っ
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
近
年
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
タ
イ
プ
の
予
測
技
術
に

よ
り
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
優
れ
た

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
小
児
の
場
合

は
２
回
必
要
で
す
が
、
成
人
の

場
合
、
１
回
で
十
分
効
果
的
で

す
。
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
少

し
時
間
が
か
か
る
の
で
、
で
き

る
だ
け　

月
中
に
済
ま
せ
て
く

12

だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
は
か
な

り
少
な
く
、
最
も
多
く
み
ら
れ

る
の
は
、
注
射
部
位
の
発
赤
、

疼
痛
や
軽
度
の
発
熱
く
ら
い
で

す
。
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は

禁
忌
と
な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
、

ま
た
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
方

は
、
主
治
医
の
先
生
と
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
今
年
か
ら　

歳
65

以
上
の
方
は
、
一
部
実
費
負
担

の
み
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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人口・世帯数
（10月末現在・住民基本台帳）

　  発　行　中津川市役所

　  編　集　市長公室 広報広聴課

　  〒508-8501

　   岐阜県中津川市かやの木町2番1号

       　　　　　　　 緯 0573-66-1111
       　　　　　　　 胃 0573-65-5273

人　口   ５６,２６７人

（男性 ２７,３００人・女性２８,９６７人）

世帯数　１８,２８４世帯

古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

100

こ
の
広
報
紙
は
、
住
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
　

甘
く
見
て
は
い
け
な
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
！　
　

中津川市民病院
呼吸器科部長

佐口　幸利

　中津川市に住所がある満65歳以上の方及び満60歳以上で心臓、腎臓、
呼吸器等に重大な疾患のある方は、インフルエンザの予防接種を一部
自己負担で受けることができます。接種のできる医療機関は市内の医
療機関に限りますが、予約制の医療機関も多くありますので、前もっ
て電話で確認してからお出かけください。
　なお、該当の方にはすでに「インフルエンザ予防接種予診票兼予防
接種券」などをお送りしてありますので、接種を受ける際には必ず必
要事項を記入のうえ医療機関に提出してください。
　また、11月3日以降中津川市に転入された方のうち、他市町村で接
種をしていない方及び予防接種券が届いてない方はご連絡ください。
　自己負担額：1,500円
　接種期間：11月7日昌～12月15日松（この期間以外は、全額自己負担）
　問い合わせ先：健康推進課(緯内線624)

高齢者のインフルエンザ予防接種について


